


平成 29 年 5 月吉日 

 

第 119 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 

主催に当たっての出展のお願い 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より学術振興と医療の発展にお力添えい

ただき、厚く御礼申し上げます。この度、2018 年 5 月 30 日（水）から 6 月 2 日（土）にパシフィコ横

浜で開催する第 119 回日本耳鼻咽喉科学会総会ならびに学術講演会を東京大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

学教室が担当させていただきます。 

明治 26 年に創立された日本耳鼻咽喉科学会は 2018 年に創立 125 周年を迎えます。第１回総会・学術

講演会は金杉英五郎会頭（東京慈恵医院医学校）のもと、京橋・東京地学協会で開催されました。以後

125 年の歴史の内、東京大学は、初代、岡田和一郎教授が会頭として明治 35 年から大正 15 年の間、計

21 回、ほぼ毎年のように総会・学術講演会を担当しています。その退官とともに制度が変わり、現在の

ように各大学の教授が担当するようになりました。以後、東京大学は、増田胤次教授が昭和 4 年の第 33

回、昭和 9 年の第 38 回、昭和 12 年の第 41 回、昭和 17 年の第 46 回の 4 回を、颯田琴次教授が昭和 23

年の第 49 回を、切替一郎教授が昭和 34 年の第 60 回を、野村恭也教授が昭和 62 年の第 88 回を、加我

君孝教授が平成 15 年の第 104 回を担当しており、今回は 15 年ぶりの開催となります。本学会を担当さ

せていただくことは大変光栄なことであり、教室のみならず同門会と一丸となり、参加していただく会

員の皆様に、意義深くかつ記憶に残る会になりますよう、鋭意準備を進めて参る所存です。 

プログラムなどの企画は、理事会や学術委員会の御指導をいただきながらこれから具体的な作業を開

始します。現在確定しているプログラムは宿題報告であり、鹿児島大学の黒野祐一教授と兵庫医科大学

の阪上雅史教授に、それぞれ「上気道炎症の粘膜ワクチンによる制御」と「QOL からみた耳科手術戦略」

を御講演いただきます。いずれも臨床的に重要な課題であり、長年取り組んでこられた研究の集大成の

知見を最新情報とともに拝聴できるものと楽しみにしております。 

日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会は、本邦における耳鼻咽喉科関連学会の中で最大規模の学会で

あり、会員数は 10,900 名余、学術講演会への参加者は約 5,000 名、募集演題は 600 題を超え、会期中は

活発な討議が行われます。参加者に最新の機器、技術の情報を提供するのも本学会の重要な役割と考え

ます。 

つきましては、本学会期間中に会場内に医療機器・医薬品展示会場を併設いたします。関係各社にお

かれましては、本学会の趣旨をご理解いただき、是非ご参加いただきますよう、出展のご案内を添えて

お願い申し上げます。 

末筆ではございますが、貴社の益々のご発展を祈念申し上げます。 
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